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整形外科手術用器具の強度評価 

 

 

応募企業が開発した整形外科手術用器具の挙動及び強度を調べるため、CAE 解析及び荷重試験を行

いました。その結果、使用時に想定される変形様式に対する器具の挙動及び溶接部での破断リスクを

評価することができました。 

 

応募企業が開発した整形外科手術用器具は、図

１に示すとおり骨切りを行うためにギザギザに

加工された先端部と配管部、把持部で構成されて

おり、配管部の端部と先端部が溶接で一体化され

ています。同製品は従来製品から大きく構造を変

更したため、強度設計に関する情報が不足してい

ることが課題となっています。そこで本事業では、

CAE 解析及び荷重試験により器具全体がどのよ

うに変形するかを調べました。また、溶接部での

破断のリスクを定量的に評価する手法を検討し

ました。 

ねじり変形に対する CAE解析結果を図２に示

します。荷重試験は、図３のとおり器具にひずみ

ゲージを貼り付け、圧縮、曲げ、ねじりの変形様

式に対する荷重とひずみ量の関係を調べました。

荷重試験結果を表１に示します。いずれの試験で

もひずみ量はＲ部で最大となり、最も破断リスク

が大きいことが分かりました。Ｒ部と配管部のひ

ずみの倍率を表２に示します。この倍率は器具全

体の変形のしやすさを表しており、強度評価をす

る上で重要な指標となります。CAE 解析結果と

荷重試験の結果では約 2.5 倍の差が生じており、

CAE 解析の条件設定に課題があることが分かり

ました。荷重試験で得られた結果や製品の断面形

状を詳細に観察し解析モデルに反映させること

で、より実製品に近い結果になると考えられます。 

今後は CAE解析の精度を高めて、製品の設計

に活用していく予定です。 
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表１ 荷重試験結果 

表２ Ｒ部と配管部のひずみの倍率 
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